
東浦町景観計画策定の  

ワークショップの最後には、グループごとに参加者の代表の方に、意見交換の結果を発表していた

だきました。みなさん、とても想いを込めてお話ししていただきました。 

 

 

 

Ｖｏｌ.2（平成 25 年 9 月） 発行：東浦町建設部都市計画課 

第２回ワークショップ を開催しました。 

～東浦町の「よい景観」「大切にしたい景観」を考える～ 

秋の気配を感じるようになってきた一方で、台風などによる大雨にも時折見舞われますが、みな

さまにおかれましてはいかがお過ごしでしょうか。 

「東浦町景観計画策定のワークショップ」は、9 月 14 日に第 2 回目を開催しました。今回から

新しいメンバーも加わり、1４名の方に集まっていただきました。 

今回は、2 つのグループに分かれて、東浦町の「よい景観」「大切にしたい景観」を参加者のみな

さんに出していただき、意見交換しました。住民の方ならではの、生活に密着した身近な景観に対す

る想いをたくさん出していただきました。意見の一部を紹介します。 

景観・場所 よいと思う理由、大切にしたい理由 

健康の森付近から北部中学校付

近を眺める 

昔から遊んでいた岡田川から北部中学校に向かうなだらかな緑の丘の景

色に癒される。 

北部グランドと周辺の公園 とても癒される景色。釣り場所としても最高。 

寿一区、寿二区 北部中学校から森岡台をみる。多くの人の散歩道、中学生の通学路。 

村木神社 村木砦における天下分け目の戦いを感じたい。しだれ桜。 

北部中学校西側の曲った道 カーブが非常に印象的でおもしろい。 

東浦名古屋線に町道がぶつかる

濁池西交差点 

健康の森方面の眺望。冬の空気の澄んだ日には雪をかぶった山が美しい。

入海神社通りと沿道の家並み 瓦の切妻屋根、黒い杉板の下見板張り、郷倉なども多く、残したい。 

緒川の道標 知られていない。 

明徳寺川の散歩道（於大のみち） 四季の花、鳥、魚などの自然、生き物が感じられる。 

自然環境学習の森、新池から南

方向の里山風景 

昭和 30 年代の昔の里山を思い出し、ほっとする空間。 

緒川三角の県道から境川上流と

下流 

未開拓の感じ、北の葦のある水面の風景。 

国道 366 号バイパス 御岳山がクローズアップされたように見える。 

各地区の神社 境内は祭りなどの地区の行事、子どもの遊び場であり、地区の中心。 

伊久智神社の下の家並み 狭い道と黒い家並みが落ち着く。 

大生紡績の女子寮 女子寮は誰も入っていないが、昔の景観が保たれている。 

大蔵屋（通称：さんかくや） ボタン、糸からビール、たばこ、文房具も売っている。 

衣ヶ浦 藤江越し跡 とても可能性のありそうな場所。 

緒川新田の JA 東側の桜並木 とてもきれいな並木道。 

西部中グランド裏から里山風景 草をかきわけていける。野鳥観察会で歩いた里山。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回では、グループごとに、「よい景観」「大切にしたい景観」として出された場所を実際に見

に行き、現場でどのような取組みをすべきかを考えます。 

 

≪今後の予定≫ 

【第３回ワークショップ】10 月 5 日（土曜日） 10 時から 12 時 

『東浦町のよい景観・大切にしたい景観を見に行く』 

東浦町役場西会議室に集合してから、現場に出掛けて行きます。 

 


